横山の四季：夏

横山地域の夏は充溢の季節です。空は深い青、森は鮮やかな緑で、湿度の高い重みを感じる空気に蝉の鳴き声が響きます。しかし、横山天空カフェテラスなどの展望台では、英虞湾から吹き込む涼風が蒸し暑さを和らげ、遊歩道には森の天蓋が日陰をつくります。 

春と夏にかけて花を咲かせる森の樹木には黄色の白とクチナシ、ピンク色のクサギ、穂状に白い花を咲かせるリョウブ、そして横山天空カフェテラスからほど近いところに咲くネムノキが含まれます。また、梅雨が近づくと登場する鮮やかなアジサイは、創造の森エリアにある手入れの行き届いたあじさい道が特に見どころです。

暑い季節には昆虫が活躍します。木々にはカブトムシや数種のクワガタなどの甲虫が生息しています。また、日本最大のオニヤンマや色鮮やかなオオシオカラトンボといったトンボたちが獲物を求めて空をすいすいと飛び交います。日中鳴き続けるセミたちの声が静まると入れ替わりに聞こえてくるヒグラシの物哀しい鳴き声は、日本の夏を彩る風物詩です。 




	
